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奄美海底カルデラにおける熱水活動の証拠：AsとMoに富むマンガンクラストの発
見

Evidence of recent hydrothermal activity in the Amami caldera: discovery of Fe-Mn ox-
ide crusts enriched in As and Mo
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トカラ列島以南に存在する海洋島および海丘に関して，長崎丸および淡青丸を用いたドレッジ調査航海を行った．こ
のドレッジされた試料と海上部を構成する火山岩類（横当島，硫黄鳥島）とを比較し，横当島以南の火山活動について
検討を行なった．
横当島以南のトカラ海嶺に分布する 10箇所の海丘に関してドレッジ調査を試みた．その中で，9箇所の海丘から灰白

色から白色を呈する発泡度の著しい酸性岩類が採集された．トカラ列島を構成する火山島と異なり，海底から安山岩類
は採取されなかった．中性から塩基性の火山岩類を産出するのは，海上部に露出した硫黄鳥島だけとなる．
横当島以南で採集された流紋岩質火山岩類は，横当島や硫黄鳥島の火山岩類が示すトレンドの延長線上にプロットさ

れ，類似の分化プロセスで形成された可能性を示唆する．特にトカラ列島北部（横瀬　他，2008）と比較した場合，系
統的に K2O含有量が低いとみなせる．軽石は，比較的急峻な海丘の海底山麓から回収されている．また，同一組成であ
るが，発泡度の異なるサンプルが回収される海丘が存在する．このような産状は，一部の軽石が，陸上で観察されるよ
うなプリニアン噴火によって形成されたものではなく，比較的揮発性成分に富む，溶岩円頂丘周辺部の岩相を示したも
のと解釈される．
奄美カルデラ内の海丘からは発泡した流紋岩類と共に，マンガンクラストが 10数 kg回収された．脆弱なこのマンガ

ンクラストは，黒色および赤褐色を示す二種類が存在していた．かなり脆弱であるため，鏡下観察には樹脂による封入
が必要であった．それでも，黒色のマンガンクラストは，研磨につれて，細粒の粒子（～600μm）が散逸してしまう．
かろうじて断面が観察できる部分では，石墨状の光沢を示す同心円状の層状構造が観察された（図参照）．一方，赤褐色
のサンプルでは，明瞭な鉱物組織は観察されなかった．
黒色および赤褐色を示す代表的なマンガンクラストに関して全岩化学分析を行なった（表 1）．黒色および赤褐色のマ

ンガンクラストは，MnOおよび Fe2O3含有量がそれぞれ全体の半分近くを占めている．微量元素成分では，両サンプル
とも As（～3000ppm），Mo（800～400ppm），Ba　 (1000ppm)が比較的濃縮しているとみなせる．一方， S，Co，Ni，
Cu，Laの含有量はさほど高くない．マンガンクラストに認められる，Fe, Mn, Co, Ni, Cuの存在度は，明らかに遠洋性
のマンガンノジュールと異なった特徴を有しており，これらが熱水活動の産物であると結論される．マンガンクラスト
内に，極めて新鮮な流紋岩の角礫が包有されていることから，溶岩ドームの形成とほぼ同時期か若干後になってマンガ
ンクラストが形成されたものと推定される．マンガンクラストが硫黄に乏しいことから，高温の熱水活動に伴われた鉱
床形成が海底で行なわれているかどうかは不明であるが，少なくとも類似の熱水活動が九州南部から琉球弧中部までは
連続性していると推定される．
海底調査を考慮した場合，フロント上の海山群が新しい火山活動によるものであり，琉球弧中部に於ける第四紀火山

の分布密度は，九州南部とさほど変わらないであろう．特に，横当島以南の海丘群は，酸性マグマの活動によって特徴
付けられ，奄美カルデラのように，現在も多くの海丘周辺で熱水活動が進行しているかもしれない．
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